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公益社団法人やまなし観光推進機構
HP掲載の地図を加工して利用

政界への進出

“戦前:大震災後、 1924年から4年間鎌倉町会議員。別荘所有者代表。

戦後:政治家は人材不足/経済政策への意見
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大蔵大臣と公職追放

" 1946年4月の第22回衆院選出馬(大選挙区/東京第二区) 、落選。

"第一次吉田内閣で大蔵大臣に就任。積極財政推進。
石炭増産(政府からの補助金や復興金融金庫からの融資) 。
農地改革や六・三制導入には、財政面から批判的。

1947年公職追放に。

追放解除と大学長就任

“ 1951年に追放解除。政令諮問委員会委員などを務める。

" 1952年12月1日に立正大学学長就任。

空襲で被災した大学は経営難で廃校の危機にあった。

s 1954年12月に鳩山一郎内閣で通商産業大臣に就任。

1956年12月に総理大臣に就任。
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学内での通産相就任祝賀会
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蒲姉湿 高上轟圃昌
中央が石橋。右が森暁理事長(昭和電工社 
長)、左が斎藤栄三郎常務理事(NHK解 
説委員)。 

1955年1月の学園新聞。「生産増強貿易振興、 

一方亦税の是正、完全雇用による国民生活の 
安定をやらなければならぬ」 
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首相辞任と石橋書簡
・浜口首相遭難時(1931年)の石橋の主張

「浜口首相の遭難後、首相は意識を回復せられた際に、辞意を決し、辞表を奉呈
すべきであった。しかるに、これを為さず、倫安姑息を貪ったために、ついに、
この大国難の際に、我が政界を爾来見る如き無道、無議会の状態に陥れた。その
第一責任者は、何といっても、遭難直後において、挙措を誤った浜口首相に帰せ
ねはならぬ。 」 ( 「近来の世相ただ事ならず」 『石橋湛山評論集』岩波文庫)

・石橋書簡(1957年)

「私の政治的良心に従います。また万一にも政局不安が私の長期欠席のため生ず
ることがありましては、これはまた全く私の不本意とするところであります。私
の総裁として、また首相としての念願と決意は、自民党にありましては党内融和
と派閥解消であり、国会に
の長期欠席が、この二大目
私のよく耐えうるところで

しては、国会の運営の正常化でありました。私
えって阻害いたしますことに相成りましては、
ません。」 (『石橋湛山全集』第14巻) ⑥

1 960年安保改定
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「今度の場合は私自身
岸内閣に反対していま
先日も、すぐに辞職す
ように勧告しておりま
が、それをいうことを
かないから今度のよう
ことが起きたと思う。
内閣は政争に外国の元

も
す
る
す
聞
な
岸
首

と日本の元首を巻き込ん
-言でいる。そして自分はこ

6月15日の国会デモでは、デモ隊が国会構内に突入、警官隊との衝突の中で、 

東大生の樺美智子が死亡。美智子の父は、元立正大学文学部教授の社会学者・ 
樺俊雄。上は、デモの様子と、石橋学長の言葉を伝える6月20日付の大学新聞。 

ん龍〔変電?〕の袖に隠
れてこん龍の袖を盾にし
て安全なところにいる。
政争に陛下を利用しよう
としている。だから諸君
が憤慨しておるというの
ももっともだと思う。 」

⑥
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日中米ソ平和同盟構想
" 1961年頃から提唱。

「ことは、今日の世界において難事中の難事だと考えられる米国とソ連
と中国を結びつけようという企てだから、たいがいの人は聞いただけで
逃げ出してしまう……どうしてこのようなことを考えたかというと、一
つは世界の平和という大きな観点からでもあるが、ぽんとうは日本の実
際問題として、対ソ連・中共外交に思いをめぐらした結果ここに到達し
たのである。これなくしては、北方領土の問題も、沖縄問題も片づかず、
ソ連、中国との国交正常化もメドがつけられないと判断したからだ。 」
( 「佐藤首相訪米の成果を買う」 1965年2月6日『石橋湛山全集』 14巻)

⑥

石橋湛山から受け継がれるもの

“現実と理想を橋渡しすること
経済状況と経済政策/国際関係と平和構想

細健全な楽観主義
敗戦と将来構想/安全保障と同盟構想/ (立正大学再建)

"首尾一貫した態度
戦前と戦後の政治/引き受け方と引き際
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